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思考力、判断力、表現力等の育成を目指す
学習・指導方法の確立と評価方法の工夫改善



①学習のねらいの明確化  
【体育】 
・一人一人の違いを大切にした「共生」の視点を踏まえた指導  
【保健】
・単元ごとで工夫したアウトプットの場面設定  
②「指導と評価の計画」の工夫  

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力、人間性等の涵養

生きて働く
知識及び技能の習得

未知の状況にも対応できる
思考力、判断力、表現力等の育

成

＜学習指導要領改訂の方向性＞

岡山県立玉野光南高等学校　　研究主題と方向性

【研究主題】　思考力、判断力、表現力等を育成するための指導方法の確立と評価方法の工夫改善

三つの資質・能力を
バランス良く指導

【仮説】
　○ 学習のねらいを明確 にし、指導と評価を工夫 することで、  
　　思考力・判断力・表現力の向上が図られる  

課題発見 

課題解決 

評価方法の工夫改善  

指導と評価の一体化  

学習活動（言語活動）の質の向上 
体育：ディスカッション、プレゼンテーション　等  
保健：ディスカッション、ブレインストーミング、　  
　　　ロールプレイ　等  

学習カードの工夫 
（自己評価・相互評価） 

評価場面の適正化 
（評価補助簿の活用） 



2030を過ごす高校生は？



岡山県立玉野光南高等学校　教育目標

“AGENCY”
自ら考え、主体的に行動して、責任をもって社会変革を実現していく力



今回の目標達成後のイメージ

生徒が体育を好きになる授業を実現する



三つの資質・能力に加え、体育で身につけたい力

・情報把握力

　必要な情報を収集し内容や要点を把握して活用する力

・プロセス管理力

　成果を出すために流れを作ったり修正する力

・プレゼンテーション能力

　自分の考えを伝え、相手に興味関心をもたせ、行動を引き出す力

・組織活性化能力

　目標達成に向けて集団をまとめ、仲間が主体的に活動する雰囲気を作る力



年間指導計画・体育



１年目の取り組み

・１年次生から５クラス２００人・８種目の選択制授業（３期）

・男女共習の実施

・表現力と共生の視点を意識した授業実践

・授業終わりのプレゼンテーションの実施

・集計ソフトを活用した学習カードの工夫

・単元ごとのアンケート集計

・研究推進委員会の開催（年２回）



１年目の障壁と収穫

・緊急事態宣言に伴う休校措置（４月〜５月末）

・学校再開後の活動制限

・生徒の心身のコンディション

・打ち合わせの質と量の増大

・研究成果の共有

・教員の一体感





入学時　体育イメージ



１年終わりイメージ



１年目の成果

「表現力・共生」

・授業終わりのプレゼンテーションと相互評価の場面で、授業ゴールに向けての合意形

成を意識した活動が多く見られるようになった。

・次の単元の種目に変わったときに、共同作業がスムーズに展開されるまでの時間が

短くなり、授業課題への取り組みが具体化された。

・学習カードの集計アプリの活用から、授業改善のポイントを整理できた。



２年目の研究について

（１）研究のポイント

「体育」

・生徒主体の活動を増やす中で、表現力と共生を意識した活動

・プレゼンテーションの発表項目を表現力と共生に焦点を絞る

・ホワイトボードを利用した合意形成の見える化

・学習カードからの授業改善アプローチ



（２）研究の実践

・授業ゴールの明確化と意識づけ

・プレゼンテーションの実践で表現力と共生の意識づけ

・学習カードの集計アプリ活用と授業改善の実施

・活動時間の確保

・教えすぎない

・選択種目１２種目







２年最初 体育イメージ







プレゼンテーション



２年Ⅰ期　
バスケットボール



２年Ⅱ期　
バスケットボール



共生について実現状況を判断する目安



三つの資質・能力に加え、体育で身につけたい力の２年目の変化　



三つの資質・能力に加え、体育で身につけたい力の２年目の変化　



共生の知識と意識



成果

・研究の目的を教員と生徒で共有して始めることができ、コロナの影響で計画を

　変更することもあったが、授業改善を進めることができた。

・指導と評価の計画を活用することで、これまで以上に「指導と評価の一体化」

　を意識した指導ができた。

・学習カードを集計ソフトの活用で、データを蓄積でき、授業改善に繋がった。

・２年目で生徒主体の活動を増やすことで、他者を意識した活動や会話が増え、

　男女共習の中で共生の意識を高めることができた。



保健：年間指導計画



１年目の取り組み

・科目保健の定期考査撤廃

　　　⇒　グループ活動の観察や発表内容、小テスト等、多様な評価方法の工夫

・アンケートを自動集計アプリで実施

　　　⇒　中学校までの実態を把握し授業計画に反映

・多様なアウトプット場面の設定

　　　⇒　知識伝達の授業ではなくグループワークや制作物・発表を多用

・学習カードを自動集計アプリやクラウド提出に代替

　　　⇒　いつでも共有でき、働き方改革にもつながる

・研究推進委員会の開催（年２回）

　　　⇒　よりよい授業改善へ



実態把握アンケート結果

１．中学校での「保健」授業の実施具合



実態把握アンケート結果

２．保健授業への関心度



１年目の成果

・多様な授業形態を実践

　　　◯　他者への伝え方を模索する（発表や説明に向けた主体的な取り組み）

　　　◯　他者の意見や考えを取り入れ、深い学びにつなげる

・表現する場面（対象）を細かく設定

　　　◯　設定に合う表現を模索し、最善の方法で相手に伝わる説明をする

・自動集計アプリの活用

　　　◯　リアルタイムでフィードバックに活用する（生きた情報となる）

　　　△　活用方法のバリエーションが少ない



アンケート結果の推移（１年間）





２年目の研究について

研究のポイント

◎思考力、判断力、表現力を高めるために…

　・指導と評価の一体化

　　　⇒　生徒と評価ポイントの共通認識を持って授業を実施

　・相互評価における自動集計アプリの活用方法

　　　⇒　表現したことがどれだけ相手に伝わっているか認識させる

　・主体的で対話的な深い学びにつながる学習活動

　　　⇒　講義形式で教員主導の授業から脱却



労働災害と健康









研究の実践

・アウトプット場面の設定

　　　⇒　職場に掲載する注意喚起のためのステッカーと設定

・生徒が自ら課題を発見・設定する授業

　　　⇒　職種ごとの労働災害の件数や割合、正規・非正規雇用者数の推移など　　　　　

の資料から読み取り、班ごとに課題を設定

・教師主導の講義形式の時間を極力なくし生徒主体の時間を増やす

　　　⇒　講義形式の時間を１０分程度（授業時間の４分の１）まで

・自動集計アプリの有効活用

　　　⇒　知識を授業時間外で評価



授業風景







成果

・教師主導で話す時間が減り、生徒主体で活動する授業時間が非常に増えた。

・生徒で課題を発見し課題を克服するための方法を模索できるようになった。

・自身の考えを、理由も含めて自信を持って主張できるようになった。

・テストを実施しないため、単語や政策を覚えることよりも既存の知識や学んだ　ことを活

用・応用することへ生徒の取り組み方をシフトした。

・どの生徒でも、何らかの方法で自分の意見を伝えることができるようになった。



保健イメージ

2020年4月(1年次)



保健イメージ

2021年11月(2年次)



R2年4月



R3年11月



アンケート結果の推移（２年間）





体育・保健　今後の課題と取り組み

・全県への公開授業と研究成果の発表を行い、他校での活用に寄与する

・他教科との観点別評価の共有とICTを活用した授業改善を校内で定着させる。

・体育科の授業へ発展させ、指導と評価の計画を定着させる。


